















































The Construction and Operation of the Learning Management Support System using 
Excel VBA





































































































































































































































































































































⑪ 変数「i」が 0 から上限値（cnt － 1）、に
なるまで、6回以下⑫から⑱の処理を繰り
返す。
⑫ 配列変数「kamoku(i)」に「i ＋ 2 行目，D列」
のセルの値を格納する。
⑬ 抽出条件のセルA2に配列変数「kamoku(i)」

































































つ変数「optbtn」が 1 の場合、2007 年度
の成績データが抽出されていると判断して
ファイル「2007 年度生 .xslx」を開く。
⑨ 変数「s_sentaku」の値が 1 ではなく、か











⑬ 変数「i」が 0 から上限値（cnt － 1）にな
るまで以下⑮から⑰の処理を繰り返す。






⑯ 抽 出 結 果 が 存 在 す る 場 合、 シ ー ト
「kamoku(i)」の範囲（A2:D2）から下方向
に範囲選択してコピーし、テンプレートの
シート「kamoku(i)」のセル A2 以下に貼
り付ける。
⑰ ファイル「一時ファイル .xlsx」のシート「抽
出条件」を選択し、次の変数「i」を実行する。
全ての処理が完了したら、不可視状態にし
てあったフォーム「資格／分野選択フォー
ム」を削除、テンプレートを表示する。
⑱ メッセージボックスに「完了しました。」
というメッセージを表示させ、メッセージ
ボックスが閉じられたら、ファイル「一
時ファイル .xlsx」と「07to08 科目コード
.xlsx」を削除する。
19 最後に開かれているテンプレートファイル
のファイル名「fname」に、作業を行った
日付を加えて別名保存して完了する。
４.　履修管理支援ブックの試験運用と改良
2007年度生と 2008年度生の卒業要件に関わる
テンプレート、それぞれの年度毎の資格に関わる
テンプレートを作成し、データ抽出及び履修指導
への試験運用を行った。ここでは卒業要件の確認
を行うための「履修管理支援ブック」について述
べる。
従来手作業で単位取得状況と卒業要件の確認を
行っていた場合、学生 1名ずつについて行ってい
た確認作業を、本システムを用いることで、同一
カリキュラムの学生について全学生分をまとめて
行うことが出来るようになった。3つのステップ
を実行する所用時間はおよそ 3分程度で終了して
いる。1名の確認を手作業で行うのとほぼ同じ時
間であった。正確さに関しては、テンプレート
と、抽出条件をまとめたファイルの精度に影響さ
れるため、カリキュラムごとの確認が重要である。
2008年度に初期段階のマクロが完成した際、「履
修登録データ」を用いて手作業で作成した成績管
理データとの比較を行った。結果、テンプレート
に記述したデータ集計用関数の設定ミスで異なっ
た結果が導き出された。設定の見直しにより手作
業で得られる比較用の結果と同様の結果が導き出
され、改善されたことが確認された。
本システムの完成により、2008年度入学生の
履修指導及び、資格取得支援に向けた指導の作業
性が向上した。また、個々の学生の資格取得に向
けた指導ポイントが明確になった。学生が取得す
る意志を持っていなかった資格について、何らか
の科目を追加履修すれば資格取得に繋がるという
図 9 テンプレートの検索
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Excel VBAを用いた履修管理支援システムの構築とその運用
アドバイスを加えることができるようになった。
このことで学生支援システムの第一歩に繋がった
と思う。
５.　2009 年度に向けての改良
本システムは基本部分を同一システムのままに
して、周辺ファイルを変更することにより、カリ
キュラムの変更に対応できるよう構成している。
その特徴を活かして、2009年度カリキュラムに
対応させることを試みた。
まず「履修登録データ」の形式について確認を
した。表 6に示すとおり、2008年度から 2009年
度にかけてデータの形式が変化している。また無
くなったデータがあるなど多くの変更がみられる
ため、並べ替えの処理を行う必要が生じている。
現段階ではシステムが受入れ可能な形式への処理
は手作業のままで行っている。
次に検索条件などをまとめた「08to09科目コー
ド」の内容を 2008年度及び 2009年度カリキュラ
ム対応に変更した。開講科目、どの資格に関連が
ある科目なのかというデータを、学生要覧に照ら
して確認、修正を行った。
「08to09科目コード」の変更を受けて「履修管
理支援ブック」本体のマクロについて確認を行っ
た。結果、2008年度から 2009年度にかけて実施
されたカリキュラムの見直しにより、マクロの一
部に手を加える必要が生じたため一部変更した。
変更箇所は取得可能資格数の変化と、「08to09科
目コード」の検索条件記述セルの変更に伴う検索
範囲の記述の書き換えとなっている。
最後に、テンプレートの変更を行った。2008
年度に作成したテンプレートは、卒業要件と資格
取得条件の確認を別のテンプレートで行う方式と
していた。これを一体化し、「履修管理支援ブッ
ク」の中に資格の取得要件を集計するシートを追
加し、卒業要件単位取得状況を集計するシートの
中に資格取得状況及びその見込みを転記するよう
に修正した。この変更により、資格取得状況の確
認のために、別々に行っていた作業を一括で実施
することが可能となり作業効率が向上した。
以上の変更により、2009年度後期授業開始時
には、資格取得のアドバイスと、単位取得状況の
確認に役立てることができるなど、履修指導を本
システム活用により効率的に行うことができるよ
うになった。
６.　まとめと考察
本「履修管理支援システム」構築の目的は、きっ
かけとしては特定の資格取得状況確認の効率化で
あった。実際にテンプレートファイルを作成し、
「履修登録データ」からテンプレートファイルへ
の転記機能を作成する内に、履修管理支援システ
ムとしての要素を持たせることに成功したと思
う。
また、資格取得状況確認のためにデータの転記
を手作業で行っていた際には、3～ 4時間掛けて
作業をしていたこともあり、履修管理作業の効率
化に寄与したと思う。
このシステムをさらに強化、改良するために、
本システムについて考察したところ、次のような
問題点が見つかった。
・　データに前年度の学生データがあると、処
理がオーバーフローする点
・　教務課より渡される「履修登録データ」の
フィールドと、読込データフィールドとの
一致
・　地域関連科目としてのシティカレッジ読込
・　シミュレーション機能の追加
・　成績データ修正機能の追加
・　履修プラン提示機能の追加
・　マクロ更新作業の繁雑さ
・　履修の前提条件判定機能
表 6 「履修登録データ」書式の変化
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ここに挙げた問題点の改良によってさらに
LMSとしての機能を向上させ、処理手順の単純
化、システムの改良を継続していきたい。将来的
には他学科での運用についても検討し、専用のシ
ステムを持たない環境での汎用 LMSの完成を目
指したい。
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